
多摩都市構想研究会 2022 年度活動についてのアンケート 

         

１ 調査視察について 

① 視察に参加したい  〇行きたい ×行けない △まだ分からない 

 

△×の方 （理由）①視察時期 ②視察先 ③テーマ ④時間がない ⑤その他                     

② 視察先について（〇をしてください。複数可）  

１ 奥多摩町、檜原村等の山林・過疎地の地域課題 

２ 富山県  ライトレールトレイン 交通事情視察 

３ 茅野市  テレワーク、乗合タクシー、町おこし 

４ その他（具体的に                ） 

③ 視察時期（〇をしてください。複数可） 

１ ９月～１１月 

２ ２月～ ３月 

④ その他視察に関するご意見がありましたらお願いします。 

 

２ 参加したい研究テーマ 

(個人及びチームでの研究調査を前提にしています。) 

 

⑴ 多摩地域における｢先端産業の展望｣についての調査研究 

これは当会の重要テーマとして取り組んできた内容ですが、今後、当会会員の東京農工

大学を中心とした大学、研完機関、企業等の研完成果の地域への還元が期待されると

ころです。 

 

⑵ テレワークの実証研究に基づく｢新たな働き方｣の提棠 

人的ポテンシャルの高い多摩地域と茅野市等の周辺都市との連携によるテレワーク拠点

の実証 的な調査研完により、新たな働き方の提棠とともに、周辺都市の人口減少に歯止

めをかける提案です｡テレワークには功罪ともにあることが分かってきていますが、マイナス面

は補い、大いに功を伸ばすことによってこれまでの諸問題を解決する可能性を秘めていま

す。 

この視点は、多摩地域では奥多摩町や槍原村などの過疎地域の定住人口確保、人 

口減少への歯止めへの挑戦にもなります｡また、隣県や他の都市も含め都市間連携のあり

方を追求することにもなります。 

 

⑶ 多摩地域における交通問題に関する調査研究 

多摩都市モルールの稼働後の街の変化や、今後の延長への取り組みの追跡的な調査

研完です｡過疎地の交通問題も視野にいれて引き続きあり方を追求していきたいと思いま

す｡この点は、かつて加藤理事がまとめた内容があり、これを基礎にしていくことが可能で

す。 

 

⑷ 多摩地域の歴史的変遷及び自分の地域の変化に関する調査研究 



江戸期以降の新田開発によって発展してきた多摩地域は、鎌倉時代や遠く縄文時代以

降の歴史をもつ古都でもあります｡武蔵の国は、埼玉を中心とした古墳群を持ち、府中は

国府があった所で歴史の中心地でもありました｡歴史を知ることは、郷土への思いを深めま

す。まず、身近なところから自分のいる場所の歴史を掘り下げ、周辺地域との関係を明ら

かにしていきたいと思います。 

 

⑸ 多摩地域の自然と産業のあり方に関する調査研究 

広大な森林と大地を持つ大都市東京は、おそらく世界的にも希少な存在です｡近年、農

作物や木材、石材等の自然資源や人材の供給地域としての光があてられてきましたが、

大気、水や温度調整機能など大都市の環境を保全する大事な機能を持っています｡しか

し、これらの機能を軽視する結果、様々な問題に直面しています｡森林産業や農業などの

あり方とともに多摩の自然を回復する視点が重要になってきます。 

 

⑹ その他 

 

(関連キーワード) 

① 先端産業の展望   ② 多摩モノレール開設後の地域の変化 

② 大画地問題  ④ 商店街の変貌  ⑤ 多摩地域の変遷の歴史 

⑤ 森林の現状と課題  ⑦ 奥多摩地域の課題と展望  

⑧ 茅野市との連携 ⑨ 多摩川のアユと川の浄化（多摩川の現状と課題） 

⑩ 玉川上水の歴史と今後 ⑪ 過疎地域の振興、定住人口増加の方策  

⑫ 働き方改革への提案 ⑬多摩地域の交通問題 ⑭多摩地域の一次農業のあり方 

⑮ その他 (                                                   ) 

希望する番号⑴～⑹及び関連キーワードの番号をお書きください。複数可です。

（                                             ） 

 

  ３ セミナーについて（上記２のテーマから希望する番号を選んでください。 

（                                ） 

推薦したい講師がいましたらお書きください。 

(講演される方の所属)                                               

 

（  〃    お名前）                                            

 

   （現在推薦を頂いているセミナー・研究会での講師候補） 

① 奥多摩町 定住化問題のその後  奥多摩町課長 

② あらたな産業のあり方(仮称)      東京成徳大学   岡田康司教授 

   

（アンケートを提出する方のお名前）                                 

 

返送先)   菊地 輝雄 fax ０４２(521)５６９７  ✉ kiku2381@gmail.com 

恐縮ですが、９月１５日までにご返送お願いします。   

mailto:kiku2381@gmail.com

